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今日、カタルーニャ社会とスペイン国家の間には対立状況がある。その原因となっているのは、私たちの言語と文化を追い詰め、カタルー
ニャ人が自分たちの国の統治を決定することを制限したり、妨げたりする国家プラクシスである。スペインの国家モデルは、国家自体の制
度的、人的構造、そしてそれらを明確にする資本の構造を永続させるために、領土の支配と略奪に基づいている：  マドリードである。こ
のモデルの構築は、1714年から1715年にかけてのブルボン家の勝利と専制君主制の構造化によって始まった。1714年以降、権
力はブルボン家とその側近である軍隊、司法、高官、経済寡頭勢力、投機銀行が握っていた。

今、誰が権力を行使しているのか？そうであろうとなかろうと、いつものことだ。王政は、高官、メディア、政治指導者、富を生み出さな
い投機家銀行、国が支配するサービス企業、公共事業に奉仕する大手建設会社、付加価値の低い分野に影響する不均等なビジネスなどを連
結するシステムの要である。これらすべての構成要素は、通常、サンティアゴ・ベルナベウの箱庭で一致している。サンティアゴ・ベルナ
ベウは、立法、行政、司法の各権力間の腐敗という堂々たる横断的陰謀を展開し、権力者を保護、育成するスペインを統治する存在である。

しかし、このモデルは300年間うまく機能してきた。しかし、ポスト産業革命と欧州市場の創出が、時代錯誤となりつつある旧来の国民
国家から、生産力の発展とEUの統治にとって危険な存在となりつつある旧来の国民国家へと舞台を移したことを考えると、このモデルに
は亀裂が生じている。

というのも、ブリュッセルに権限を移譲すると同時に、地方に管理を分散させ、国民に近い統治を確立する必要があるからだ。構造的な腐
敗によって機能不全に陥っている旧ブルボン朝国家は、新しい力学に適応することができず、機能不全に陥った行政機関の煩雑な構造は、
その将来に疑念を投げかけている。無能で、非競争的で、不活発で、非生産的な国家は、借金と財政収奪のおかげで存続しているのであり、
未来はほとんどない。しかし、たとえ私たちが見ているように、彼がファシズムの道を再演しているとしても、彼はこのモデルの存続を放
棄しない。

カタルーニャはこのモデルに直面している。1714年に敗北し、19世紀と20世紀に粉砕され、1939年に軍事占領され、2017
年10月1日以降、カタルーニャの人々が民主主義を行使することを基礎として未来への出口を探していたときに、国家の暴力によって再
び服従させられた国。

なぜカタルーニャ人に対する恒常的な暴力なのか？

カタルーニャは、敗北と政治的従属にもかかわらず、アイデンティティという貴重な遺産を維持し、南ヨーロッパの経済的・社会的構築の
基礎となった重要な生産ネットワークを生み出した労働文化を発展させてきた。

近年、1978年に達成された弱い自治権に対する組合主義政党の攻撃は、スペイン国家モデルに対する潜在的な脅威として認識され、増
大した。そしてカタルーニャ社会の反応は、それが生存の問題であることを理解した上で、政治的権力を主張し、文化遺産の配備を組織化
し、国内での富の創出と利用を促進できるようにすることだった。選ばれた選択肢は、明らかに独立であり、新しいヨーロッパのニーズに
合致した近代的な国家を建設し、民主的な文化という点で基準となるものであった。

他方、カタルーニャにおける代替案の成長は、スペインのチェスモデルに対する脅威を意味した。そして、モデルの対立は、都市モデルの
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衝突にもつながった。結局のところ、カタルーニャとスペインの対立は、南西ヨーロッパの主導権を争い、相反する未来モデルを示す2つ
の都市の争いでもある。政治的管理、領土の略奪、銀行投機、大企業の中央集権化、国家の維持に不可欠なサービスに基づいた生産モデル
を持つ官僚的な首都マドリードと、多様で十分に有能な経済構造を持ち、それ自体に依存しながらも、経済地域として理解されるカタルー
ニャの存続と明確化のために政治力を必要とする、ダイナミックで持続可能な都市バルセロナが対峙している。そして、結局のところ、カ
タルーニャの政治革命は、バルセロナによって実際に構成されている都市地域の緊急の統治ニーズを満たすことも目的としていることを理
解しなければならない。

したがって、私たちは複数のモデルがぶつかり合うダイナミズムの中にいる。カタルーニャで民主的な勝利が得られれば、スペイン・モデ
ルの崩壊を意味することから、国家はゲーム理論で言うところのゼロサムゲームを実践している。スペインと首都マドリードは再構築され
るべきであり、スペインのエリートたちの論理では考えられないし、受け入れられない。この意味で、国家が優先するのは、カタルーニャ
の概念の清算、文化の破壊、政治的慣性の不活性化、経済資源の支配である。

それとは反対に、1978年体制に従属するカタルーニャ政治の重要な部分は、スペインとの協力関係を築くことで、双方に利益をもたら
すことができると考えている。そして、カタルーニャ政治の戦略的座標軸はしばしば、より近代的なスペインを作るために協力すること、
そのためにカタルーニャは政治家階級や一部の権力者の特権と引き換えに貢献すること、と定義されてきた。

一方的なゼロサムゲームは、協力的な選択肢で答えることができないため、この選択肢は実現不可能である。そしてこの現実は、過去20
年間に経験的に証明されている。スペイン国家がカタルーニャのために大幅な自由を交渉することはないだろう。その単純な理由は、スペ
イン国家のモデルがまさにカタルーニャ人の政治的服従に基づいているからだ。

この対立がどのように発展してきたか、民主主義の道を進もうとしたカタルーニャの試みが、10月1日の過酷な一日とそのエピローグで
ある野蛮な弾圧でどのように終わったかは、誰もが知っている。

そして誰も疑わないように、カタルーニャ連合派の政治勢力は、自分たちの生活がかかっている以上、極限までこのモデルを守り続けるだ
ろう。

そうでなければ、なぜ交渉する必要があるのか。

自分たちが正義を使って容赦なく弾圧できることを知っているのに、何の必要があるというのか。時が来れば、ファシスト集団、警察、軍
隊を使って人々を恫喝することができると知っていれば。ミロシェビッチのドクトリンの適用がドイツやフランスによって容認されている
ことを知ったとき。彼らが政治家や市民指導者を投獄し、カタルーニャの政治・労働組合勢力が効果的な対応を明確にしなかったとき。ヨー
ロッパがスペインの政治犯の存在を容認しているとき。彼らが、人々の日常的な想像力を導くことのできる強大なメディア機構を持ってい
るとき。カタルーニャ人を誹謗中傷するのに役立つスペインの植民地人口をカタルーニャに定着させることができると考えているとき。

ラ・カイシャ、フォメント・デル・トレボール、ゴド・グループに代表される強力な協力者ネットワークがあり、政党や労働組合も支援し
ているときに、彼らが交渉する必要があるだろうか。

何十年もの間、この国の政治環境は、カタルーニャの中核に沿いつつも、最も多様な貢献を統合して建設される単一の町を明確にするのに
苦労してきた。今、PPとシウダダノスは、人々を分断し、スペイン植民地社会とカタルーニャ社会という2つの社会を統合しようとして
おり、カタルーニャに住むスペイン人を、カタルーニャ人に対する打撃棒として利用できると考えている。そして国家はこのカードを徹底



的に使い、時間が自分たちに有利に働くという確信のもとにそうする。結局のところ、カタルーニャには問題があり、世界で最も移民が多
い国であり、失業率が非常に高く、出生率が非常に低い。結局のところ、彼らは数年間我慢すれば、カタルーニャ問題は自ずと沈静化する
と考えている。そして、カタルーニャのアイデンティティの解体を国家が手助けするのは明らかで、バレンシア州や島々で文化的大量虐殺
が何年も成功裏に行われてきたことを考えれば、彼らには大きな経験がある。

国家が暴力でも対話の約束でも勝利を確信している以上、交渉は成立しない。そして空想的な交渉の泡はきっぱりと断ち切られなければな
らない。一部の自治主義勢力は、スペイン国家との交渉によって独立が達成されるという魔法のような考えをいまだに持ち続けているが、
そんなことは起こらないだろう。

しかし、独立はカタルーニャ人にとって唯一の選択肢である。代替案は消滅であり、それは代替案ではない。そして、その過程には魔法の
ような解決策はない。自由への道は敷かれており、それは10月1日にこの国の人々によって勇気を持って示された。

独立への道はどこへ続くのか？それは、破談や交渉のための新たな窓と機会を開く圧力を生み出す行動とイニシアティブの知的総和である。

永続的な動員、革命的体操を維持することが必要であり、道を切り開くことが不可欠であり、この文脈では、囚人の解放と亡命者の帰還を
達成するための闘いが不可欠である。

ヨーロッパで影響力を獲得することによって、対外行動を強化する必要がある。同時に、カタルーニャは、地域の統治に基づく新しいヨー
ロッパの構築の先頭に立たなければならない。

行政の支援を受け、市場で競争することで、カタルーニャのアイデンティティを強化し、言語と文化を守り、発展させるための努力を倍増
させなければならない。文化の戦いは決定的である。

科学、大学、研究、芸術、文化機関は、自らを明確にし、民主主義と国家建設の大義に沿う必要がある。私たちがより強くなるためには、
研究と科学の分野で実力をつけなければならない。スコットランド人が分立の精神でそうしたように、歴史的権利を私たちの主張に取り入
れる必要がある。私たちは新しい国家を求めているのではなく、1706年の憲法に基づく国家の返還を求めているのです。過去の検証な
くして未来はない。

変革の真の主役である市民社会を強化し、民主主義崩壊の機関車とする必要がある。

新しい国家の枠組みに客観的な関心を持つ経済・社会、企業、起業、労働組合の各勢力が、独立へのコミットメントを高めることが必要で
ある。
自国の政党の政治的実践を抑圧する、フランコ政権以降の自治主義文化を根絶する必要がある。

私たちはマドリードの政治を避け、自分たちのアリーナを開く必要がある。重要なのは、下院で何が起こるかではなく、カタルーニャで何
が行われるかである。
自治機関、代議員会、ランスティング、役場は、社会正義の政策を極限まで推進することによって、その効果を倍増させる必要がある。
役場が国土防衛の防波堤となるよう、役場における独立派の存在感を高める必要がある。
バルセロナは独立を勝ち取らなければならない。カタルーニャがバルセロナの利益を満足させるために革命を起こし、市議会がバルセロナ
のマイノリティ化を規定する組合主義的現状を擁護していることは、世界には理解できない。バルセロナを組合主義の支配から引き離し、



自由の大義に参加させ、先導させなければならない。
選挙に勝つために力を合わせることは可能だ。世論調査の結果が最終的には決定的なのだ。

そして、これらのことを踏まえて、私たちは未来に立ち向かうための選択肢を強化しなければならないし、交渉の有無にかかわらず、民主
的な断絶を強制する可能性を排除してはならない。

しかし、それは私たち次第だ。しかし、それは私たち次第なのだ。この歴史的瞬間において、独立闘争は歴史の対象であり、主体である。
私たちの眼下、この墓の中には、何世紀にもわたって征服され、大切にされ、私たちの憲法に明らかにされた国民の権利を守って死んでいっ
た人々の遺骨がある。私たちはまた、1714年の闘士たち、1640年の刈り入れ人たち、大地の小さな天使たち、キャップとバレティー
ヌたち、15世紀のレメンスたち、ジャマンシアの反乱、1873年の共和主義者たち、悲劇的な一週間の反乱者たち、ラ・カナデンカの
労働組合員たち、エブロの戦いの兵士たち、反フランコ主義者たち、そして何よりも……何よりも、私たちは10月1日の闘士たちの継承
者なのです。10月1日、私たちの壮大な叙事詩は、私たちの道を示している。勝利に向かって。今日、ここから、サンタ・マリア・デル・
マルの麓で、我が国の不屈の精神が鍛え上げられた場所で、今日、ここから、自由への決意を再確認しなければならない。

1714年の英雄たち、そして10月1日の英雄たちに栄誉と栄光を。シャルル3世とエリザベス女王に栄誉と栄光を、プーチデモン大統
領に長寿を、トーラ大統領に長寿を、そしてカタルーニャ共和国に長寿を。
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